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【近所付き合いの希薄】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 

１：ほとんど家に

とじこもって

いる 

  ・社協の安心安全ネットワーク事

業の活用（見守り、安心電話と

か） 

 

３：近所付き合い

が少なくなっ

てきた 

 ・あいさつの励行。声をかけあう

習慣をつける 

・あいさつを進んでする 

・町内会の案内などの際に、近所

を紹介する 

・協力の必要性を伝える 

・町内の子供向けのイベントなど

をメインに伝える 

 ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

４：近所の方の名

前と顔がわか

らない 

 ・町内会の案内などの際に、近所

を紹介する 

・協力の必要性を伝える 

・町内の子供向けのイベントなど

をメインに伝える 

 ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

・お祭とか家族が参加できるイベ

ントをする 

５：他に興味を持

たない 
   ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

６：世代間の交流

が少ないよう

に思える 

 ・町内会での事業で世代間でコミ

ュニケーションがはかれる事

業を発掘していく 

 ・夏祭りなど地域のイベントを増

やす 

・各世代を入れて出来るスポーツ

を取り入れる 

８：町内会への加

入者が減って

きた 

 ・町内会加入のメリットをできる

だけ発信していく 

・町内会の案内などの際に、近所

を紹介する 

・協力の必要性を伝える 

・町内の子供向けのイベントなど

をメインに伝える 

  

資料５ 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 

11：健常者と障が

い者の交流の

場 

 ・市役所を中心に障害者が地域に

出られる機会を作る。増やす 

例：市役所での物販や地域事業

の一部を障害者施設へ委託す

るなど 

・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 

・その場限りになってしまってい

るので、定期的に場所等を決め

て進める 

12：移住者（若い世

代）との関わ

りが希薄 

   ・お祭とか家族が参加できるイベ

ントをする 

13：自治会への加

入が難しくな

ってきている 

 ・加入すれば特典があるようにす

る 

  

14：近所付き合い

が少ない。な

い。 

 ・加入すれば特典があるようにす

る 

 ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

・お祭とか家族が参加できるイベ

ントをする 

15：近所の人をあ

まり知らない 
   ・オープンに行ける場所を作る。

そこに行くと、何か出来る。趣

味的なことに参加できる、おし

ゃべりが出来るような場所 

16：障がいを持つ

人の地域参加

が少ない 

・地域参加しやすい環境づくり。

バリアフリーや介添人や付き

添い者の確保 

・市役所を中心に障害者が地域に

出られる機会を作る。増やす 

例：市役所での物販や地域事業

の一部を障害者施設へ委託す

るなど 

・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 

 

17：個人情報の不

足（個人情報

保護法が壁と

なっている）。

今、地区では

近所の人が死

亡してもわか

らないことが

多い 

・個人情報保護法は特例な場合が

ある時は開示を認められてい

る事を知ってほしい 

・個人情報を保護することも大切

だが一定の情報共有は助け合

いには必要。情報の開示が地域

にどこまでできるか、市に検討

願いたい 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 社協 団体 

18：介護者を介護

（相談できる

人）できるよ

う な シ ス テ

ム、人と人と

のつながりが

必要 

・地域で介護の困りごとを相談で

きる人を立てる。※ケアマネな

どではなく、地域目線で動ける

人 

  ・家から出なくてもつながりが持

てるシステム。SNS の利用 

19：障がいを持つ

親のコミュニ

ティーが不足 

・あま市独自の障害福祉情報発

信。ＳＮＳアカウントを作成・

発信 

 ・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 

 

20：インクルーシ

ブな居場所づ

くり 

  ・偏見・差別をなくす 

・小さい時からのふれあい 
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【人材確保】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 団体 

２：ボランティア

グループ内の

人数が減って

いる 

・ボランティアの目的として自己欲求、達成感、実現が大切であると

いう周知・研修 

・市が勉強会を開く 

・広報の充実をする。どんなボランティアがあるのか。どんなボラン

ティアを必要としているのか。それがわかる場所を知らせる 

・どこの団体が募集しているか知られていない→掲示板、口コミ 

３：障がいを持つ

親へのサポー

トが不足（情

報不足） 

・市役所、社協が民間の支援団体と連携する 

・“ここに行けば情報がもらえる”という場を作る。コンシェルジュ

のような人がいるといい。市役所や福祉施設 

・情報は流れているけれど親の受け止め方がさまざま（高齢化も進

んでいるので）（障老介護にもつながっている）親の会会員からの

声かけ 
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【防犯防災】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 団体 未分類 

１：安全な街 ・スクールガードなどを町内会な

どへ有償委託する。 

→地域の人が街頭に立つ機会

が増える 

→あいさつ等、顔見知りが増え

る 

・外灯の増設 

・家の電話を災害時に連絡しても

らえるよう市に申込みをする 

・スクールガードなどを町内会な

どへ有償委託する。 

→地域の人が街頭に立つ機会

が増える 

→あいさつ等、顔見知りが増え

る 

  

２：高齢者をター

ゲットとした

新しい犯罪が

増加している 

・高齢者宅の電話に録音機の設定 

・地域見守り隊の創設 

   

３：防災訓練が地

域 で バ ラ バ

ラ、差がある 

・防災訓練、自主防災の統括が必

要 

 ・地域によって活発な内容で行わ

れている所もあるのでその方

達に自主防災の役員（？）にア

ドバイスの場を設けてもらう 

 

４：自主防災を活

発に 
・防災訓練、自主防災の統括が必

要 

・スクールガードなどを町内会な

どへ有償委託する。 

→地域の人が街頭に立つ機会

が増える 

→あいさつ等、顔見知りが増え

る 

・地域によって活発な内容で行わ

れている所もあるのでその方

達に自主防災の役員（？）にア

ドバイスの場を設けてもらう 

 

６：災害時、むこう

三軒両隣での

避難 

 ・町内会への加入促進 

・どういう人が住んでいるのかの

情報の共有化 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 団体 未分類 

７：避難所を明確

に 
・役所からの発信 

・町内で回覧板での発信 

・地域の防災訓練での確認 

・市役所が避難所の場所をわかり

やすくする 

・市へ。防犯灯や通学路の安全は

要望してもなかなか行っても

らえない。早くしてほしい 

  ・地元の神社・寺などを廻り、歴

史を知るキッカケを作る 

８：災害時の避難

場所がわから

ない 

・役所からの発信 

・町内で回覧板での発信 

・地域の防災訓練での確認 

・市役所が避難所の場所をわかり

やすくする 

・市へ。防犯灯や通学路の安全は

要望してもなかなか行っても

らえない。早くしてほしい 

 ・避難体験会 

例：避難所に一泊してみよう 

・地元の神社・寺などを廻り、歴

史を知るキッカケを作る 
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【情報】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 社協 地域 

１：新しいことに

うとい。ＳＮ

Ｓ、ネット、人

づきあい 

・講習会を開く ・高齢者向けパソコン、スマホ教室。出前教

室の開催 

・各世代間でゲーム等からスマホ等のあつか

いに慣れる 

２：ほしい情報の

取り方がわか

らない 

・講習会を行政が民間（専門職）と連携して

市民にアピールする 

・講習会を開く 

・役所も含め、わかりやすいＨＰ作りや情報

提供 

 ・身近なことに興味をもつ→小さな地域ごと

の取り組み、キャリア、店との協力 

３：自分の時代と

今のやり方が

違うことに戸

惑う（子育て。

環境） 

・講習会を開く  ・各世代間でゲーム等からスマホ等のあつか

いに慣れる 

４：国全体がＳＮ

Ｓ等、デジタ

ルの推進が計

ら れ て い る

が、高齢者が

追いついてい

けない現状が

ある 

・講習会を行政が民間（専門職）と連携して

市民にアピールする 

・講習会を開く 

・ＩＴ化が進んでいるが、当座はアナログ的

手法も並行して必要ではないか 

・スマホ等の教室や地域の掲示板に情報を貼

るなど、アナログな周知も必要 

・高齢者向けパソコン、スマホ教室。出前教

室の開催 

・ＳＮＳやラインでやりとりをしているので

対面で話し合いができると意思疎通が出来

ると思う 

・身近なことに興味をもつ→小さな地域ごと

の取り組み、キャリア、店との協力 
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【介護】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 社協 地域 

１：市内に特別養

護老人ホーム

が少ない 

・特養も含めた介護（福祉）の拠点ができる

といい 

  

２：老々家族が増

えてきた 
・介護手帳 

・民生委員さんが中心となって支援が必要な

人を福祉につなぐ 

・生活支援、買い物支援が必要（ボランティ

ア、社協、民間（移動販売）） 

・顔見知り程度では声がかけにくい。オープ

ンに話せるには？ 

・65 歳以上は民生委員が年１回訪問している

が、それだけでは不足。地域での相談役み

たいなシステムがあれば 

・（   ）が訪問して相談できる機会を増や

す。月に１回程度でも 

・地域で協力、連携できるような仕組み作り、

地域の福祉相談役を置くなど 

３：介護タクシー

事業者が１つ

しかない 

・タクシー利用しやすくする→タクシー補助

券 

・市と介護タクシー事業者の連携→高齢者の

外出促進 

・小回りのきく市のバスを取り入れる 
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【教育】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 社協 

１：ボランティア

で活動する時

の資金の心配 

 ・募金の設立（社会福祉協議会） 

２：義務教育後の

支援先 
・部活動の指導者が少ない、指導の資格がなくても一緒に遊んであげ

るだけでよい 

・ヤングケアラー問題があるが、義務教育後もそれは続くので受け皿

の整備が必要 

・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する 

 

３：不登校の増加

（低年齢化） 
・先生、カウンセラーの増員 

・フリースクールや家でも遊べる仕組みがあってもいいのでは 

・市が補助金を出す 

・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する 

 

４：学生が家以外

で勉強できる

場がない 

・公共施設の空き室の利活用を考えてはどうか 

・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する 

・図書館が開放しているので周知させる 

・公共施設の無料開放。ただし、管理団体は必要 

 

５：教育、福祉と民

間との連携 
・市が市民の活動団体（詳細）を知り、必要に応じて委託する  
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【環境整備】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 自治会 

１：道路整備 ・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・道路整備の不備な点を住民に挙げてもらいやすくする 

・歩道がせまく歩きにくい。特に木田駅に通じる南北線。歩道部分を

せめて水平にしてみたらどうか 

・インフラ整備（フラット化）（市、自治会、ボランティア、水路清

掃） 

２：子どもの遊ん

でいる声が聞

こえない 

・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 

・公園の整備をする。 

草刈り、ペンキ塗り等、魅力のある公園 

３：子どもをほと

んど見かけな

い 

・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 

・公園の整備をする。 

草刈り、ペンキ塗り等、魅力のある公園 

４：外灯が少ない ・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

・外灯の設置を町内会に頼っている現状を市になんとかして欲しい 

・インフラ整備（フラット化）（市、自治会、ボランティア、水路清

掃） 

５：水路の清掃  ・インフラ整備（フラット化）（市、自治会、ボランティア、水路清

掃） 

６：近所に子ども

たちが安心し

て遊べる場所

がない 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 

・公園でボール遊びが出来ないところが多い。一部でも確保してあげ

るとよい 

 

７：住む人が利用

しやすい交通

手段 

・介護タクシーやタクシー事業者との連携で高齢者も利用しやすい

交通手段の構築 

・市役所が１カ所になり高齢の方や車がない方は不安に思っている。

市内巡行バスの利用の方法を変えてみてはどうか 

 

８：通学路が危険 ・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

 

９：大型の公園が

少ない（他の

市に遊びに行

く） 

・大型公園の整備。津島東公園や天王川公園、戸田川緑地くらいの規

模。室内の子供が遊べる施設 
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課題 
課題解決のアイディア 

あま市 自治会 

10：散歩している

時にカラスが

いると通りづ

らい 

・デジタル投書箱。写真・動画（位置情報）。パトロール隊。犬の散

歩、ウォーキング、見守り。車、自転車、腕章、タグにステッカー 

 

11：地域の祭り（学

校の夏祭り）

などがない 

・地域で実施できる団体へ依頼、市も協力  
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【障がい】 

課題 
課題解決のアイディア 

あま市 住民 病院 

１：障がい者（児）

の病院受診の

ハードルが高

い 

¤ ǡ ȹȢȅȰȌɇɜȲּטǊ Ƿ

ƿƷ ƿ ǝ ǞȞºȼȢȅ ǄǼǿ

ǾǻƹǞǌǾ 
¤ ǊǙƷǒǓǄǾ ╪Ǟ ǊǙȢȯȬȔ

ºǝǜȂƾǽǷǌƷ ȅǊǙǵǼƹ 
¤  ƵǱ ╪ǡȢȖɔƊƅ¡

 טּ

 ¤ ╓ǡ ╪ǡ ·Ǟ ƿƷ ȅ ȆǚƷ

ǒǓǀ  ǡ ǝǜ Ǆ ǿ

ȅ ƻǙƷǒǓǀǒƷ 
¤ ǡ ╪ȅ Ǿ¡ ǡ Dr.ȅ ╓ǚ

ǌǾ 
¤ ǝ ƿ ǝ Ǟ ǄǼǿǾǻƹǞ

ǂ ≥ǌǾ 
２：必要な支援が

障害の種別に

よって受けら

れない事があ

る（オムツ・車

いす等） 

¤ ⱱǡ ȅ ǅǾÈ ƿƷǡ ǚǢǝ

ǂ ǡ ǽǇǛǞ ǊǙ ⱱÉ 
¤ ⱱȅ ǚǀǝƷ ǫǡ  
¤ ╓ǞǻǖǙ Ǟ ƿƵǾ 
¤ ǡ ǷȻȋɓɜșȅǊǙ

Ǟ ȅ ǄǾǆǛƾǼ ǴǾ 

  

３：支援級の指導 

学 校に よっ

て、先生によ

って差がある 

¤ ⱱ ǡ ƿ ǋǻƹǞ Ǿǻ

ƹ  ȅ ǌǾ   ȅ ǄǾ 
¤ ⱱ ǡ ȅȞɆºȱǌǾ ȅ ƻ

Ǿ 
¤ȢºȺºȹȍȟºȅ ƿƷǞ ǊƷ ǞǷ

ǖǙǵǼƹ 

  

４：登下校に親の

つきそい必要

な場面のサポ

ートが不十分 

¤ ⱱȅ ǚǀǝƷ ǫǡ  ¤ ƿƵǖǒǼɅɒɜȯȌȋ ǚǀנּ

ǾǡǚǢ 
¤Ô┌ ⱱÕȅ Ǟ ƻǾǻƹǞǌǾ 

 

５：その他  ¤ ƿƵǾ ǡ ȅ ƿ ǌǾ

ȅǵǗ 
 

  


















